
　
平
成
二
十
六
年
四
月
か
ら
、
大
学
院
地
域
社
会
研
究

科
の
舵
取
り
を
行
う
重
責
を
与
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
様
々
な
地
域
社
会
と
広
く
か
つ
深
く
連

携
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
弘
前
大
学
に
在
籍
す
る
教

員
の
中
で
も
長
け
て
い
る
と
い
う
自
信
は
あ
る
の
で
す

が
、
逆
に
大
学
内
部
の
運
営
や
企
画
面
に
つ
い
て
は
頭

が
向
か
わ
ず
、
研
究
科
の
お
役
に
立
つ
よ
う
な
仕
事
を

果
た
せ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
反
省
の
中
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
地
域
に
貢
献
す
る
、
あ
る
い
は
地
域
と
意
味
の
あ
る

連
携
を
す
る
。
誰
も
が
賛
同
す
る
当
然
の
ポ
リ
シ
ー
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
相
互
の

関
係
性
の
問
題
で
あ
っ
て
、
大
学
に
と
っ
て
も
地
域
に

と
っ
て
も
意
味
の
あ
る
関
係
性
を
構
築
し
て
い
く
と
い

う
の
が
、
本
来
の
地
域
貢
献
・
連
携
だ
と
考
え
ま
す
。

地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
「
知
」
や

「
術
」
を
世
界
に
発
信
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
地
域

の
「
知
」
と
「
術
」
に
ま
す
ま
す
研
き
を
か
け
る
。

　
研
究
と
は
ま
さ
に
、
研
い
て
究
め
る
活
動
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
を
、
開
い
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
展
開

し
て
い
く
中
で
、
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
上
が
り
、

目
に
見
え
る
形
で
多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
発
生
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
。
そ
の
ト
リ
ガ
と
な
る

よ
う
な
働
き
を
、
研
究
科
の
専
任
教
員
、
各
学
部
に
所

属
す
る
教
員
、
そ
し
て
院
生
の
力
を
結
集
さ
せ
て
強
化

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
恩
師
か
ら
の
受
け
売
り
の
言
葉
で
す
が
、
地
域
社
会

大
学
院
地
域
社
会

　研
究
科
長
就
任
に
あ
た
り

　
平
成
二
十
五
年
度
、
設
立
か
ら
５
年
目
と
な
る
「
津
軽

地
域
づ
く
り
研
究
会
」
は
、
内
容
と
メ
ン
バ
ー
を
充
実
さ

せ
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
大
学

と
自
治
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、
会
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
、

地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
様
々
な

テ
ー
マ
に
つ
い
て
専
門
的
な
視
点

か
ら
議
論
し
学
び
を
深
め
て
い

ま
す
。
今
後
も
津
軽
地
域
の
活

性
化
と
発
展
に
資
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
会
員
相
互
の
研

鑽
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

（
津
軽
地
域
づ
く
り
研
究
会
・
中
澤
　
俔
志
）

津
軽
地
域
づ
く
り
研
究
会

　
本
研
究
会
は
東
日
本
大
震
災
直
後
に
発
足
し
て
か
ら

数
ヶ
月
に
一
度
の
研
究
会
を
続
け
、こ
の
研
究
会
も
三
〇

回
に
手
が
届
く
。
平
成
二
十
五
年
度
は
、
書
籍
『
東
日
本

大
震
災
　
弘
前
大
学
か
ら
の
展
望―

そ
れ
ぞ
れ
の
３
・
11
』

の
刊
行
を
行
い
そ
れ
ま
で
の
研
究
会
の
内
容
の
一
部
を

紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
会
の
主
催
で
平
成
二
十

六
年
二
月
十
一
日
に
は
、「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
に
よ
る
防
災
情
報

に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
催
し
、
柴
田
実
氏
（
元
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
担
当
部
長
）

の
基
調
講
演
の
ほ
か
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
塚
原
隆
市
氏
（
ビ
ー
エ
フ
エ
ム
・
八
戸

市
）、
波
多
野
厚
緑
氏
（
ア
ッ
プ
ル
ウ
ェ
ー
ブ
・
弘
前
市
）

ら
が
報
告
を
行
っ
た
。

（
弘
前
大
学
客
員
研
究
員
・
白
石
　
睦
弥
）

弘
前
大
学
震
災
研
究
交
流
会

　
気
が
つ
け
ば
地
域
連
携
を
口
に
し
て
い
た
。
地
域
社

会
研
究
科
長
の
二
年
間
は
少
々
過
激
に
地
域
連
携
を
と

な
え
て
き
た
。
大
学
は
教
育
研
究
の
し
く
み
。
そ
こ
で

の
余
剰
物
を
社
会
貢
献
に
回
す
。
そ
れ
が
一
般
の
常
識

的
な
見
方
で
あ
る
。
通
常
の
地
域
連
携
は
そ
の
社
会
貢

献
活
動
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
私
が
口
に
し
て
き

た
地
域
連
携
は
そ
れ
と
は
違
う
。
そ
の
逆
で
あ
っ
て
、

社
会
貢
献
と
称
さ
れ
る
活
動
に
こ
そ
私
た
ち
の
教
育
研

究
の
シ
ー
ズ
を
見
つ
け
出
す
こ
と
だ
。
教
育
研
究
の
余

剰
を
社
会
貢
献
に
回
す
と
い
う
発
想
は
私
た
ち
の
よ
う

な
地
域
的
総
合
性
を
志
向
す
る
教
育
研
究
の
し
く
み
に

と
っ
て
は
不
利
だ
と
思
っ
て
い
る
。
現
場
に
こ
だ
わ
る

こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
発
想
こ
そ
財
産
で
あ
っ
て
、
そ
こ

に
地
域
社
会
の
未
来
を
見
出
し
た
い
。
現
場
に
こ
だ
わ

る
地
域
連
携
は
地
域
社
会
研
究
科
の
活
動
を
中
心
と
す

る
動
き
を
つ
く
り
出
す
と
信
じ
て
い
る
。
そ
れ
で
よ

か
っ
た
の
か
、
悪
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん

の
行
動
と
結
果
が
教
え
て
く
れ
る
。
そ
れ
が
今
の
楽
し

み
で
あ
る
。

地
域
連
携
の
現
場
に

　
　
　
　こ
だ
わ
っ
た
こ
と

研
究
科
長
を
檜
槇
先
生
か
ら
引
き
継
ぐ
心
境
と
し
て
、

こ
こ
に
誓
い
ま
す
。

★
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ
人
が

　
　
新
た
に
市
民
に
な
る
際
の
誓
約

私
た
ち
は
、
こ
の
都
市
を
、
私
た
ち
が
引
き
継
い
だ

時
よ
り
も
、
損
な
う
こ
と
な
く

よ
り
偉
大
に
、よ
り
良
く
、そ
し
て
よ
り
美
し
く
し
て
、

次
世
代
に
残
し
ま
す
。
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研
究
科
長
　
　

北
原
　
啓
司

前
研
究
科
長
　

檜
槇
　
貢



　
平
成
二
十
五
年
度
、
本
研
究
科
で
は
青
森
県
鰺
ヶ
沢
町
に
お
け

る
域
学
連
携
事
業
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
務
め
た
。
総
務
省
が
進

め
る
本
事
業
で
は
、
地
域
（「
域
」）
の
課
題
解
決
に
教
育
・
研
究

活
動
を
通
じ
て
大
学
（「
学
」）
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。
今
年
度
は
特
に
大
都
市
圏
の
大
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
目
標
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
平
成
二
十
五
年
八
月
に
法
政
大
学
現
代
福
祉
学
部

や
東
洋
大
学
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
な
ど
の
六
大
学
と
、
従
来
か

ら
東
京
大
学
な
ど
の
学
生
有
志
が
継
続
し
て
い
る
「
大
学
生
み
ん

た
ば
」、
ま
た
本
研
究
科
政
策
形
成
論
（
博
士
一
年
次
）・
調
査
方

法
論
（
同
二
年
次
）
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。

　
並
行
し
て
、
平
成
十
七
年
、
自
治
体
と
の
初
め
て
の
連
携
協
定

を
鰺
ヶ
沢
町
と
の
間
で
締
結
し
、
数
々
の
教
育
・
研
究
活
動
を
積

み
重
ね
て
き
た
事
実
を
踏
え
、
地
域
社
会
研
究
会
に
お
い
て
連
携

協
定
を
主
導
し
た
神
田
健
策
副
学
長
や
北
原
啓
司
教
授
な
ど
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
実
績
と
将
来
展
望
に
つ
い
て
報
告
を
頂

い
た
。

　
成
果
と
し
て
は
、
前
記
「
大
学
生
み
ん
た
ば
」
や
長
谷
川
自
然

牧
場
を
は
じ
め
と
す
る
町
内
の
先
進
的
な
事
業
者
と
、
町
役
場
や

他
の
事
業
者
・
住
民
と
の
連
携
の
深
ま
り
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

大
学
の
学
園
祭
や
首
都
圏
で
の
物
産
販
売
会
に
学
生
の
参
画
を
図

り
、
鰺
ヶ
沢
町
が
誇
る
白
神
の
恵
み
の

周
知
、
ま
た
、
学
生
の
「
よ
き
消
費
者
」

と
し
て
の
育
ち
も
促
さ
れ
た
。

　
来
年
度
も
、
町
役
場
や
各
事
業
者
の

理
解
に
よ
り
本
事
業
は
継
続
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
、
事
業
に

協
力
下
さ
っ
た
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に

心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

（
准
教
授
・
平
井
　
太
郎
）

　
平
成
二
十
五
年
五
月
十
四
日
、
地
域
社
会

研
究
科
が
こ
れ
ま
で
取
組
ん
で
き
た
研
究
成

果
を
「
防
災
研
究
」、「
観
光
研
究
」、「
地
域

力
研
究
」
そ
し
て
「
地
域
間
連
携
研
究
」
に

わ
け
て
発
表
し
た
。

　
今
回
の
特
徴
は
研
究
の
委
託
者
及
び
研
究

に
携
わ
っ
た
地
域
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
発
表
内
容
へ
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
く
等
、

双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
、
東
條
昭
彦
鰺
ヶ
沢
町
長
と
佐
藤
敬
弘

前
大
学
学
長
に
よ
る
固
い
握
手
が
交
わ
さ
れ
、
今
後
の
地
域
社
会

と
弘
前
大
学
と
の
連
携
を
再
確
認
し
た
。

（
教
授
・
佐
々
木
　
純
一
郎
）

　
同
研
究
会
（
代
表
・
檜
槇
貢
地
域
社
会
研
究
科
長
）
は
平
成

二
十
五
年
七
月
の
設
立
以
来
、
九
月
、

十
二
月
と
計
三
回
の
学
内
研
究
会
を
開

催
し
た
。

　
ま
た
今
年
一
月
末
「〈
新
春
〉
津
軽
海

峡
エ
リ
ア
地
域
資
源
か
ら
の
未
来
設
計
二

〇
一
四
」
を
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

で
開
催
し
た
。
共
催
の
葛
西
憲
之
弘
前
市

長
と
主
催
の
佐
藤
敬
弘
前
大
学
学
長
の
挨

拶
等
に
続
き
、
３
人
の
講
師
に
よ
る
講
演
、

徳
永
保
・
筑
波
大
学
教
授
（
元
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
）
に

よ
る
特
別
講
演
「
大
学
の
地
域
貢
献
ー
学
研
都
市
へ
の
歩
み
ー
」

そ
し
て
講
演
者
に
よ
る
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。
最
後
に
大
学

間
連
携
に
よ
る
研
究
・
教
育
・
地
域
貢
献
を
実
施
す
る
拠
点
と
し

て
、
グ
ロ
ー
カ
ル
連
携
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置
を

提
言
し
た
。

（
教
授
・
佐
々
木
　
純
一
郎
）

　
平
成
二
十
四
年
度
に
引
き
続
き
、
本
研
究
科
で
は
青
森
県
か
ら

「
あ
お
も
り
ツ
ー
リ
ズ
ム
創
発
塾
」の
企
画
運
営
事
業
を
受
託
し
た
。

　
平
成
二
十
五
年
度
は
企
画
運
営
段
階
か
ら
弘
前
市
・
弘
前
商
工

会
議
所
・
弘
前
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
等
の
地
域
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
に
御
協
力
を
頂
い
た
。

　
そ
の
結
果
、
弘
前
観
光
の
強
み
で
あ
る
「
ま
ち
あ
る
き
観
光
」

を
軸
に
、
弘
前
周
辺
の
黒
石
市
・
鶴
田
町
・
鰺
ヶ
沢
町
の
三
チ
ー

ム
と
弘
前
と
が
連
携
し
た
新
た
な
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
各

地
域
を
実
際
に
ま
ち
あ
る

き
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
三
回
重
ね
た
ほ
か
、
ガ

イ
ド
養
成
の
重
要
性
に
鑑

み
た
多
様
な
ガ
イ
ド
の
実

地
研
修
も
行
っ
た
。

　
鶴
田
町
の
つ
る
さ
ん
ぽ

を
は
じ
め
、
現
実
に
各
地

域
で
商
品
開
発
が
具
体
化

し
、
次
年
度
以
降
も
地
域

と
連
携
し
た
人
材
育
成
に

取
り
組
ん
で
ゆ
く
手
応
え

が
得
ら
れ
た
。

（
准
教
授
・
平
井
太
郎
）

鰺
ヶ
沢
町
域
学
連
携
事
業

（
あ
じ
が
く
）コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

地
域
社
会
研
究
科
成
果
発
表
会

グ
ロ
ー
カ
ル
連
携
研
究
会

あ
お
も
り
ツ
ー
リ
ズ
ム
創
発
塾

　
◎
ほ
ぼ
毎
月
地
域
社
会
研
究
会
を
公
開
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　
詳
細
は
研
究
科
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


